
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２００５年全国各地での不審者騒動を機に、子どもたちの安全を守るために「定塚校区地域パトロール隊」（オレンジパトロール隊）が設立された。当時は校下の

老人クラブ会員が中心となり、強制ではなくあくまでボランティアとして活動を続け、既に２０年が経った。当時６５歳だった隊員も今は８５歳。地域住民が、そ

れぞれの生活の延長で「自然な形」「無理のない形」「無理のない姿勢」で取り組まれてきたボランティア活動だったが、今はもう無理すらできず、隊員が徐々に減

少する中で活動自体が途絶えそうな現状にある。 

小中一貫校がスタートし、高陵小中学校が地域の誇れる学校であり続けるためにも、そこで学ぶ子どもたちの安全をどのように守っていけばよいのか。子どもを

もつ家庭はもちろんのこと、地域全体で支援していかなければならない課題である。 

毎日がんばって登校します！ 


